
主体的に学び合う児童の育成
ーICTを効果的に活用した個別最適な学び・協働的な学びの充実を目指してー

ハートフル川之江
〜ハートをつなごう〜

第４学年
総合的な
学習の時間



児童の実態に合わせた必要感のある課題設定

お年寄りや障がいがある人と
の交流を通して、みんなにや
さしいまちのヒントをGET！

問いを持とう 目標 ゴール

交流を通しての気付きを整理
（FigJam）
必要感に応じて探求チームを複線化。
(スプレッドシート)

ポイント１

みんなにやさしいまちに

するためにはどうすれば
いいのだろう。



対話や気付きの質を高める工夫ポイント２

個人の探究。調べたことを自
分なりにFigJamに整理
スタンプやコメント機能によ
る見取りとアドバイス

交流や体験活動を大切に。
やってみることで初めて気付
くことばかり！

活動の目的意識や相手意識があれば、
対話が弾む。
目的や目標を見失わないように。
準備しすぎない！！



次の学びに生かす振り返り

学んだことや気付きを
次の学びや実生活に生かす。

ポイント３

交流会後には必ず振り返りを
実施。共有した気付きから次
の課題を設定。

個人の振り返
りから、いつ
でも学習の足
跡が振り返ら
れる学年の
掲示へ。
（制作中）

▽児童が作るハートフルマップ（制作中)


